
新潟県における

コンクリート構造物品質確保の取組

なぜ失敗するのか？どう防ぐのか？

「失敗から学ぶ」コンクリート打設実習
～令和７年度 産学官連携研修の実践～

新潟県土木部技術管理課

新潟県生コンクリート工業組合・新潟生コンクリート協同組合



新潟県について
面 積 12,583㎢  全国第５位

道路管理 5,370㎞ 全国第３位
延 長 （県全体37,801㎞）

河川管理    4,901㎞ 全国第２位
延 長 （県全体  5,174㎞）

海岸保全     254㎞   全国第４位
区域延長    （県全体   634㎞）



【架設年次】1998年

【点検年次】2014年

【変状】主桁部の剥離

鉄筋露出

【原因】打設不良

【架設年次】1996年

【点検年次】2013年

【変状】橋脚部の漏水

遊離石灰

【原因】かぶり不足

【架設年次】1998年

【点検年次】2014年

【変状】橋脚部の剥離

鉄筋露出

【原因】打設不良

【架設年次】1998年

【点検年次】2015年

【変状】ひび割れ

【原因】温度ひび割れ

新潟県のコンクリート構造物の現状
取組の背景



図 新潟県の建設年次別橋梁数の推移 ※架設年次不明橋を除く

（出典：新潟県道路施設維持管理計画書橋梁編（令和７年12月））

高齢化施設の増加
↓

維持管理費用が
膨大になる見込み

新潟県のコンクリート構造物の課題
取組の背景



計画的な施設の補修と更新に加え

新設する段階から適切な品質確保を実施

既存施設の

計画的な補修及び更新

新設コンクリート

構造物の耐久性向上

産学官連携

インフラの安全性向上と

ライフサイクルコストの縮減

新潟県の新設コンクリート構造物に対する取組
取組の背景



先進的に品質確保に取組む山口県の
「コンクリート構造物品質確保ガイド」

新潟県コンクリート品質確保

ガイドライン(案) 
令和３年3月策定 令和６年3月改正

新潟県の新設コンクリート構造物に対する取組
新潟県コンクリート品質確ガイドライン（案） 



主な内容（３つの取組）

(1)施工の基本事項の遵守 

(2)ひび割れ抑制対策

(3)環境条件・施工条件を考慮した取組

重要：鉄筋の腐食防止
・密なかぶりコンクリートの構築

・ひび割れの抑制

新潟県の品質確保の取組
新潟県コンクリート品質確ガイドライン（案）



目的：施工に起因する不具合の発生を防止

品質の高いコンクリート構造物を造る

対策：コンクリート標準示方書［施工編］

等に示されている事項を遵守

対象：・橋梁（上部工・下部工）

  ・ボックスカルバート

（内空断面25㎡以上）

新潟県の施工の基本事項の遵守
新潟県コンクリート品質確ガイドライン（案）



対策：橋梁下部工：補強鉄筋
ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ：誘発目地

照査：新潟県コンクリート

 施工記録データベース
類似の構造物、施工時期等の条件入力
→既往の施工実績を分析

対象：年3～４件の工事を

技術管理課が指定

竪壁・柱の場合

鉄筋比0.3%

新潟県のひび割れ抑制対策
新潟県コンクリート品質確ガイドライン（案）



情報共有

打込時：施工状況把握

 発注者：見識を深める機会

 施工者：良質なコンクリートを施工するための気づき

新潟県の発注者と施工者の対応

型枠脱型後：表層品質目視評価

新潟県コンクリート品質確ガイドライン（案）



新潟コンクリート技術講習会

「心絆」ここな

新潟県生コンクリート工業組合

新潟生コンクリート協同組合

Concrete・Construction・Niigata・Alignment

新潟コンクリート技術講習会「心絆」



新潟の郷土を守る人々人と人を繋ぐコンクリート

発注者、設計者、施工者、製造者、学識経験者

意見交換や知見の共有化

⚫情報発信・情報交換の場

⚫コミュニケーションの活性化

⚫共に課題を乗り越える

⚫未来へつなぐ（人材育成）

第１回新潟コンクリート技術講習会「心絆」2026年11月29日

新潟コンクリート技術講習会「心絆」



【 パネルディスカッション 】

第１回新潟コンクリート技術講習会「心絆」 2026年11月29日

テーマ：

「新潟のコンクリートは

どうあるべきか？」

重要課題：

「次世代を担う人材の育成」

新潟コンクリート技術講習会「心絆」



土木部業務研修

コンクリート構造物の
品質確保

【新潟県】

新潟コンクリート技術
講習会「心絆」実技編

（受講対象者）

⚫自治体（県・市町村）

⚫若手職員12人

×
（受講対象者）

⚫民間企業（建設業者等）

⚫若手社員24人

→ 3６人 ←

コラボ

【新潟県生コンクリート工業組合】

【新潟生コンクリート協同組合】

土木部業務研修 × 心絆

発注者 施工者

産学官連携による合同研修



【課題】

品質確保の成否は人に依存するが、安全・施工管理の高度化

により若手が失敗を経験する機会は減少している。

【目的】

「あえて失敗する施工」失敗モデルを設定することで、

施工不良による初期欠陥の発生メカニズムを体感的に学ぶ、

実践的な研修プログラムを企画した。

コンクリート打設実習計画
土木部業務研修 × 心絆



ボックスカルバート（幅）2.45ｍ（長）3.95ｍ（高）2.3０ｍ
側 面 図 正 面 図

コンクリート配合：24－12－25BB

土木部業務研修 × 心絆

コンクリート打設実習計画



高密度配筋 主筋D25頂版上面 底版上面

土木部業務研修 × 心絆

コンクリート打設実習計画



安全対策-班編成-打設順序-指示系統

土木部業務研修 × 心絆

コンクリート打設実習計画



研修1日目



座学

産

官
土木部業務研修 × 心絆

学



①コールドジョイントが発生しやすい ②スランプロスが短時間で起こりやすい ③型枠が乾燥しやすい

コンクリート打込・施工状況把握
土木部業務研修 × 心絆 高密度配筋

現場で初期欠陥が発生しやすい夏期施工を設定



基本事項を「見える化」
・施工に対する意識向上

・コンクリート構造物の品質確保

・準備～養生までの項目

・寒中コンクリート用

・暑中コンクリート用

発注者と施工者の

コミュニケーションツール

施工状況把握チェックシート



コンクリート打込・施工状況把握
土木部業務研修 × 心絆

施工状況
把握

打込作業



流動化剤 瞬間吸水材

研修１日目

スランプ試験アクリル板型枠 コールドジョイント

コンクリート打込・施工状況把握
土木部業務研修 × 心絆



スランプ試験

アクリル板型枠



スランプ試験

コールドジョイント



スランプ試験



スランプ試験

流動化剤

添加前 添加後

スランプ８㎝ ⇒ 14㎝



スランプ試験

瞬間吸水材



コンクリート打込・施工状況把握
土木部業務研修 × 心絆

発注者 設計者

施工者 学生 製造者

学識経験者



研修２日目



ボックッスカルバート 側壁

内面 外面

2025/8/29 ○○ ○○

○○○○○

コンクリート表層品質目視評価



コンクリート表層品質目視評価



コンクリート表層品質目視評価



施工状況把握

‐

‐



コンクリート表層品質目視評価
新潟県土木部研修 × 心絆



コンクリート表層品質目視評価
新潟県土木部研修 × 心絆



豆板

コンクリート表層品質目視評価
新潟県土木部研修 × 心絆



シート養生 外気温35℃

試験体の養生
養生シート「潤王」

－4℃ －2～3℃表面温度38℃



グループワーク
新潟県土木部業務研修 × 心絆

発注者と施工者の技術者が混在する班編成で実施



グループワーク
新潟県土木部研修 × 心絆

不具合が確認された場合

発注者と施工者で

原因分析を行い

今後の施工に役立てる

施工プロセスの重要性を共有



グループワーク
新潟県土木部業務研修 × 心絆



グループワーク
新潟県土木部業務研修 × 心絆

グループ発表



・視点の違う意見を聞けた

・施工を経験し、それを自分で

評価できた

・テーマ以外も意見交換できた

・実際の業務でも話し合いが

必要と感じた

＜研修アンケートより＞

受講者の声
土木部業務研修 × 心絆



１ 初期不良の発生要因を目視及び体験を通じて

本質的に理解し、施工の基本事項の遵守徹底

の重要性を再認識した。

２ 同一の試験体を基に議論を行うことで、立場

を超えた共通認識が形成され、現場での円滑

なコミュニケーションと協働体制の強化につ

ながった。

3 「失敗を経験し、原因を追求して次に活かす」

という技術者の基本的姿勢を習得し、人材育

成及び品質向上に寄与した。

合同研修の成果
土木部業務研修 × 心絆



今後の展望
土木部業務研修

・共通認識

・信頼関係

今後の施工に活かし

インフラを未来へ繋ぐ



令和８年度 新潟県土木部業務研修

鉄筋組立 型枠設置

コンクリート打込

施工状況把握

型枠解体表層目視評価グループワーク

新潟県の建設産業全体の技術力向上を図る研修へ発展させ
コンクリート構造物品質確保の取組を推進する



今後の展望
新潟コンクリート技術講習会「心絆」

１ 得られた知見や失敗事例を体系的に整理・共有し、技術者

教育へ継続展開する。

２ 技術力の底上げを図り、社会資本の長寿命化に貢献する。

『産学官の協働』

『人と人を繋ぐ』

未来へ繋ぐ『人材育成』


	① オープニング・自己紹介（1分）
	スライド 1: 新潟県における コンクリート構造物品質確保の取組 なぜ失敗するのか？どう防ぐのか？ 「失敗から学ぶ」コンクリート打設実習 ～令和７年度　産学官連携研修の実践～
	スライド 2

	② 新潟県の取組について紹介（5分）
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

	③ 「心絆」の紹介（3分）
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

	④ 合同研修の準備について（7分）
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18

	⑤ 研修1日目：コンクリート打込み・施工状況把握（7分）
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30

	⑥ 研修2日目：表層品質目視評価について（7分）
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39

	⑦ 研修2日目：グループワークについて（5分）
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44

	⑧ まとめ（5分）
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48


